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日本産トゲアブラムシ        属の
２種について
宗 林 正 人
日本産トゲアブラムシ         属の種としては これまでオニグルミト
ゲアブラムシ              のみが知られていた ところが 筆者は    
年にオニグルミミドリトゲアブラムシ(新称)                     
を三重県松阪市波瀬町のオニグルミの葉表に寄生していたのを採集した この
ことは日本に於ける最初の記録となる その後これらの２種について形態と生
態の観察をしてきたので その結果を報告する 
オニグルミトゲアブラムシについては               によって またオ
ニグルミミドリトゲアブラムシについては原記載において ともに英文で詳細
に記述されているので 本文では これら２種について形態的特徴の概要と生
態に関する知見を記述する 
オニグルミミドリトゲアブラムシは    年に中国の         でサワグル
ミ属植物                             から採集された標本により           によって    年に新種として記載された種で 記録に依れば寄
主植物の葉裏に寄生していたとのことである 本種はその後                                            および        ｀           ｀       らによって        の異名とされていたが                           および    ほか (    ) によって独立種として         が記述されている 日本において本種は 更に次の各地においても
オニグルミから採集することが出来た 筆者によって    年には三重県松阪市
御生薗町で     年には松阪市粥見町で     年には神奈川県鎌倉市で本種を
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採集した また     年に三重県伊勢市では内宮駐車場近くの神宮宮域林内で 
高さ約  ｍのオニグルミから神宮司庁営林部職員によって採集された その後    年には新潟市西蒲区弥彦山麓のオニグルミから荒川昭夫氏によって また 
山形県酒田市からも藤井恒明氏によってオニグルミから採集された いずれも
日本で採集されたものは オニグルミの葉表に生活するもので 主として小葉
の中脈に沿って寄生している 
オニグルミトゲアブラムシの体色は黄白色でオニグルミの葉裏に寄生してい
るが オニグルミミドリトゲアブラムシの体色は黄緑色ないし濃緑色で 上記
のように葉の表面 主に小葉の中脈に沿って寄生しているもので ２種のアブ
ラムシは寄主植物の葉の裏面と表面に棲み分けている 
本文に先立ち種の同定をしていただいたカナダの                文
献の複写をしていただいたつくば市の農業環境技術研究所宮崎昌久博士および
採集に協力していただいた新潟市の荒川昭夫氏 酒田市の藤井恒明氏および伊
勢市の神宮司庁営林部職員の方々に深謝の意を表する 
トゲアブラムシ属                                                                                                      
無翅胎生雌虫 (                     )：体は扁平 卵円形で 背面
は微細な皺状を呈し 顕著な指状突起を有するものと無いものとがある 指状
突起の先端には１本の剛毛を生ずる 頭部と前胸部背面は癒合する 中・後胸
部と腹部Ⅰ－Ⅶ節背面は癒合する 腹部Ⅷ節背面は分離してほぼ三角形となる 
体の周縁には各側に約  本の毛を生ずる 触角は短く３節で 原生感覚器は２
個 後生感覚器を欠く 複眼は小さく 眼瘤を欠く 角状管は輪状 尾片は中部
やや縊れ 先端部は球形となり  －  本の毛を生ずる 尾板は分裂して２片と
なり 各片は長三角形となり５－  本の長毛を生ずる 
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有翅胎生雌虫 (                 )：触角は５節で Ⅲ節とⅣ節には
細長で卵円形の後生感覚器を具える 前翅の径分脈を欠く 腹部第８節背板に
小突起を具えるものと無いものとがある 
標型種：オニグルミトゲアブラムシ                       
寄主植物：クルミ科植物             
分布：日本 中国 韓国      シベリア 
トゲアブラムシ         属の種の検索表
(無翅胎生雌虫)
１. 体は緑色扁平で 指状突起の有るものと無いものがある 口吻末端節の長
さは後脚ふ節Ⅱ節よりも長い 寄主植物の小葉の葉表 主脈に沿って寄生
する  オニグルミミドリトゲアブラムシ         
― 体は黄白色で 顕著な指状突起がある 口吻末端節の長さは後脚ふ節Ⅱ節
と同長か それよりも短い 寄主植物の葉裏に寄生する 
オニグルミトゲアブラムシ         
(有翅胎生雌虫：秋季移住型)
１. 腹部は緑色 口吻末端節の長さは基部の幅の約   倍 腹部背面に小突起
を欠く 尾片の長さは基部の幅の   倍長で 毛は約  本 ‥‥‥‥‥‥
オニグルミミドリトゲアブラムシ
― 腹部は黄色 口吻末端節の長さは基部の幅の約２倍 腹部Ⅲ－Ⅵ節背面に
小突起を具える 尾片の長さは基部の幅の   で 毛は約  本 ‥‥‥‥
オニグルミトゲアブラムシ
(有翅雄虫        )
１. 腹部は緑色 触角Ⅲ節の長さはⅣ節の約   －   倍 口吻末端節の長さ
は基部の幅の約   倍 尾片の長さは基部の幅の約    で 毛は約  本 
腹部Ⅳ－Ⅵ節背面に小突起を欠くものと微小な突起を有するものがある 
オニグルミミドリトゲアブラムシ
‥‥‥‥‥‥‥‥
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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－ 腹部は黄色 触角Ⅲ節の長さはⅣ節の約   －   倍 口吻末端節の長さ
は基部の幅の約   倍 尾片の長さは基部の幅の約   で 毛は約  本 腹
部Ⅳ Ⅵ節背面に小突起がある  オニグルミトゲアブラムシ
オニグルミミドリトゲアブラムシ                                                                                                                                      
無翅胎生雌虫 (   )：体は扁平で黄緑色または濃緑色 頭部と前胸とは癒
合する 頭部前縁には２対の短毛を生ずる 頭部背面には１対の刺毛を生じ 
複眼間に２対の指状突起を有するが 複眼近くの突起は短い 頭部腹面には１
対の隆起部があり ２－３本の毛を生ずる 複眼は小さく ６－９個の小眼か
らなり 眼瘤を欠く 触角は３節で複眼を含む頭幅よりも短く 各節に約２本
の短毛を生ずる 原生感覚器は２個 鞭状部は幅よりも長く先端の毛は 本 頭
楯の毛は１対 大腮基の毛は 本 口吻末端節は基部の幅の約  倍長 後脚ふ
節Ⅱ節の約  倍長で二次毛を欠く 中・後胸と腹部の基部７節背面は癒合し 
この部分の各側縁には約  －  本の縁毛を生ずる これらの毛は鈍頭で太く 
多少粗面となり 長短あり 長いものでは口吻末端節とほぼ同長となる 背面
には顕著な指状突起があり 基部と先端は太く 中央部はやや細くなり 覆瓦
状を呈し 先端に１本の剛毛を生ずる この突起には長短あり 長いものでは
触角とほぼ同長となる 指状突起の分布は前・中胸に各２対 後胸と腹部Ⅰ－
Ⅳ節に各３対 Ⅴ節に２対 Ⅵ節に１対である 腹部Ⅷ節背面は独立してほぼ
三角形を呈し 各側縁の毛は５本 末端に小突起を具える 角状管は２重の輪
状をなして小さく 直径は触角Ⅲ節基部直径の約  倍長である 尾片は中央部
やや縊れて基部は太くなり 先端部は球状をなし刺毛は約  本 尾板は２分裂
し 各片は長三角形をして毛は８本 生殖板は鮮明ではない 転節と腿節とは
癒合する ふ節Ⅰ節の毛は２ ２ ２本 
‥‥‥‥‥‥
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測定値 (単位㎜)
体長     体幅     頭幅     触角     (Ⅲ          ) 
口吻末端節      後脚転・腿節     脛節     ふ節Ⅱ      
指状突起    －    角状管直径      尾片      尾板      
調査個体：三重県伊勢市 神宮宮域林産    Ⅹ      
無翅胎生雌虫 (変異型) (   )：体は緑色で 背面に指状突起を具える個
体と近似であるが 次の点で異なる 体は扁平で幅広く 背面に指状突起を欠
き 寄主植物表面に密着している 頭部前縁の毛は３対 口吻末端節の長さは
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     オニグルミミドリトゲアブラムシ (無翅胎生雌虫)                                                                                                             Ⅷ                                     
基部の幅の約   倍 後脚ふ節Ⅱ節の  倍 尾片の長さは基部の幅の約   倍
となる 
測定値 (単位㎜)
体長     体幅      頭幅     触角     (Ⅲ－    ＋    ) 
口吻末端節      後脚転・腿節     脛節     ふ節Ⅱ      
角状管直径      尾片      尾板      
調査個体：三重県伊勢市 神宮宮域林産    Ⅹ      
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     オニグルミミドリトゲアブラムシ (無翅胎生雌虫：変異型)                                                                                                                                                              
有翅胎生雌虫 (春季移住型            ) (   )：頭部・胸部は黒褐
色 触角・脚は褐色 腹部は濃緑色 頭部の前縁は僅かに突出して 毛は２本 
背面の毛は  本 腹面の毛は各側５本 毛の長さは触角Ⅲ節中央部直径のほぼ    複眼は大きく 眼瘤も顕著 触角は５節で 長さは頭幅の約   倍 Ⅲ節
の長さはⅣ節の約  倍 感覚器は細い楕円形で 横位置に全長にわたり分布し 
Ⅲ節に  －  個 Ⅳ節に５－７個具える 口吻末端節の長さは基部の幅の約２
倍で 後脚ふ節Ⅱ節とほぼ同長 二次毛を欠く 前胸背面は平滑で３対の短毛
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     オニグルミミドリトゲアブラムシ (有翅胎生雌虫：春季移住型)                                                                                                                                                      
を生じ 個体によっては１対または１個の微小突起を具える 中胸には短毛を
背面に２本 腹面各側に５－７本生じ 個体によって１対の小突起を具えるも
のがある 転節と腿節は癒合して平滑である 脛節は全長にわたり小刺を具え 
毛の長さは脛節の直径よりも短い ふ節も全長にわたり小刺を具え Ⅰ節の毛
の数は２ ２ ２本 Ⅱ節の長さは口吻末端節よりも僅かに長く 二次毛は２本 
爪は短小 褥盤毛は扁平 腹部Ⅰ－Ⅶ節背面には各節に１対の小斑紋があるが 
突起を欠く 背面の毛の長さは触角Ⅲ節基部直径の１－  倍 腹部Ⅷ節背面は
横に延びた三角形となり 多少皮膚肥厚して 後縁に  本の毛を生じ 中央部
は小突起となり小刺を具える 角状管は２重の輪状に開口し 基部に皮膚の肥
厚した小斑紋を具える 尾片は中央部僅かに縊れて 先半部は球状を呈し小刺
を具え  －  本の毛を生じ その内２本は長い 尾板は分裂して２片となり 
各片に約  本の毛を生じ その内先端の２本は長い 陰具片の毛は６本 前翅
に径分脈を欠く 
測定値 (単位㎜)
体長      体幅      頭幅     触角      (Ⅲ－    Ⅳ－     
Ⅴ－    ＋    ) 口吻末端節      後脚転・腿節      脛節      
ふ節Ⅱ      角状管直径      尾片      尾板      前翅長      
後翅長     
調査個体：三重県松阪市御麻生薗町産   . Ⅴ.     .
有翅胎生雌虫 (秋季移住型)
春季移住型と近似であるが 次の点で異なる 体僅かに大形 触角Ⅲ節の長
さはⅣ節の約   倍 腹部Ⅰ－Ⅴ節背面に斑紋を欠く 尾片の長さは基部の幅
の約  倍で毛は約  本 
測定値 (単位㎜)
体長      体幅      頭幅      触角      (Ⅲ－     Ⅳ－     
Ⅴ－    ＋   ) 口吻末端節      後脚転・腿節      脛節      
ふ節Ⅱ     角状管直径      尾片      尾板      前翅長      
後翅長      
調査個体：三重県伊勢市 神宮宮域林産    Ⅹ     
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有翅雄虫 (    )：有翅胎生雌虫 (秋季移住型) と近似であるが次の点で
異なる 触角Ⅲ節はⅣ節の   倍長 感覚器はⅢ節に  －  個 Ⅳ節に７－９
個具える 腹部Ⅲ－Ⅴ節の各節背面に１－２対の微小突起を具える 尾片は基
部の幅よりも僅かに短い 尾板は比較的小さく 分離することなく後縁は僅か
に彎入する 顕著な外部生殖器がある 
測定値 (単位㎜)
体長      体幅      頭幅     触角      (Ⅲ－     Ⅳ－     
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     オニグルミミドリトゲアブラムシ (有翅雄虫)                                                                               
Ⅴ－    ＋    ) 口吻末端節      後脚転・腿節      脛節      
ふ節Ⅱ      角状管直径      尾片      尾板      把握器      
陰茎基部      前翅長      後翅長      
調査個体：三重県松阪市波瀬町産  .  .      
寄主植物：オニグルミ                         
生態：三重県松阪市御麻生薗町での調査では オニグルミの新葉が展開した５
月中・下旬に本種の有翅胎生雌虫 (春季移住型) が飛来して葉裏に生活してい
る 生まれた次代の幼虫は小葉の表面中脈に沿って寄生する ６月上旬には有
翅胎生雌虫は見られず 少数の幼虫がまばらに葉表に寄生している ７月上旬
にも個体数は少ないが ８月になれば無翅胎生雌虫の個体数も多くなり 産子
増殖している ９月下旬から  月上旬には無翅胎生雌虫と有翅胎生雌虫の幼虫
が多数寄生している   月初めから中旬になると多数の有翅雄虫と少数の有翅
胎生雌虫 (秋季移住型) が出現して未知の植物へ移住する 従ってオニグルミ
は二次寄主植物であるが 一次寄主植物は不明である 新潟市西蒲区弥彦山麓
のオニグルミでは６月下旬に無翅胎生雌虫と有翅型の幼虫が多数寄生していた 
また 山形県酒田市のオニグルミにも８月下旬には同様に無翅胎生雌虫と有翅
型の幼虫が多数寄生していた ともに生活史の詳細は不明である 
分布：日本 中国 
オニグルミトゲアブラムシ                                                                                                                                                                                                       
無翅胎生雌虫：体黄白色 卵円形 背面に約  個の長い指状突起を生ずる 
頭部背面複眼間に１対の指状突起を有するものと無いものがある 頭部前縁に
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２対の短毛を生ずる 頭部背面に長短３対の刺毛を生じ 腹面には１対の隆起
部があり２本の細毛を生ずる 触角は３節で 前脚脛節とほぼ同長 原生感覚
器は２個 鞭状部は基部の幅の約   倍長で先端の毛は４本 口吻末端節は基
部の幅の約  倍長 後脚ふ節Ⅱ節と同長で １対の二次毛を生ずる 中・後胸
部と腹部Ⅰ－Ⅶ節背面は癒合し この部分の側縁には各側に約  本の縁毛を生
ずる これらの毛は鈍頭淡色で 表面やや粗となり 長いものでは口吻末端節
とほぼ同長となる 背面には顕著な指状突起を胸部各節に２対 腹部Ⅰ－Ⅳ節
に各３対 Ⅴ節に２対 Ⅵ節に１対を具える これら指状突起は基部と先端部
は太くなり 中央部は僅かに細くなり 覆瓦状を呈し 先端に１本の剛毛を生
ずる 突起の長いものでは触角とほぼ同長となる 腹部Ⅷ節背面は独立してほ
ぼ三角形を呈し 各側縁の毛は５本 後縁中央に小突起を具える 角状管は２
重の輪状をなし 直径は触角Ⅲ節基部直径の約  倍となる 尾片は基部の幅よ
りも僅かに長く 中央部縊れて 先端部球状となり約  本の毛を生ずる 尾板
は分裂して２片となり 各片は三角形をなし基部の幅の約   倍長で６本の毛
を生ずる 転節と腿節とは癒合する 脛節の先端部に小刺を分布し 長い毛は
中央部直径よりも長く 中央部に４－５本の微毛を生ずる ふ節Ⅰ節の毛は     本 後脚ふ節Ⅱ節は概して平滑で先端部に若干の小刺を分布し 二次毛を
２本生ずる 爪は小さく 褥盤毛は扁平となる 
測定値 (単位㎜)
体長      体幅      頭幅      触角      (Ⅲ－    ＋    ) 口
吻末端節      後脚転・腿節      脛節      ふ節Ⅱ      指状突
起           角状管直径      尾片      尾板      
調査個体：三重県松阪市御麻生薗町産    Ⅴ     
有翅胎生雌虫：頭部 胸部は黒褐色 脚は淡褐色 腹部黄白色 触角は５節
で Ⅲ節はⅣ節の約   倍長 感覚器は細い楕円形で 横位置に全長にわたり
分布し Ⅲ節に  個 Ⅳ節に６－８個具える 口吻末端節の長さは基部の幅の
約   倍で 後脚ふ節Ⅱ節の    二次毛を欠く 腹部背面各節中央部に帯状斑
紋がありⅠ－Ⅲ節のものは淡色 腹部Ⅲ－Ⅵ節背面には各節に１対の小突起を
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具え 先端には１本の短毛を生ずる とくにⅥ節の突起はやや大きく 長さは
後脚腿節の直径とほぼ同長となる Ⅷ節背面は顕著に皮膚肥厚して  本の剛毛
を後縁に生じ 中央部には小突起を具える 角状管は２重の輪状をなして小さ
く 直径は触角Ⅲ節基部直径の約  倍で 周囲に小斑紋を伴う 尾片は基部の
幅とほぼ同長で 中央部やや縊れて基部は太くなり 先端部は球状をなし毛は
約  本 尾板は２分裂し 各片は長三角形をして約  本の毛を生じ その内先
端の毛は長い 陰具片の毛は７－８本 
測定値 (単位㎜)
体長      体幅     頭幅      触角      (Ⅲ－     Ⅳ－     
Ⅴ－    ＋    ) 口吻末端節      後脚転・腿節      脛節      
ふ節Ⅱ      角状管直径      尾片      尾板      前翅長     
後翅長      
調査個体：三重県伊勢市 神宮宮域林産     Ｘ     
有翅雄虫：頭部 胸部は黒褐色 脚は暗色 腹部背面の斑紋は淡褐色 生殖
器は黒色 触角は５節で Ⅲ節の長さはⅣ節の約   倍 感覚器は細い楕円形
で 横位置に全長にわたり分布し Ⅲ節に  －  個 Ⅳ節に６－  個具える 
口吻末端節の長さは基部の幅の約   倍で 後脚ふ節Ⅱ節の    二次毛を欠
く 腹部Ⅳ－Ⅵ節の各節背面に１－２対の小突起を具える 尾片は基部の幅よ
りも短く約   となり   －  本の毛を生ずる 尾板は分離することなく 後
縁は僅かにくぼみ 約  本の毛を生ずる 外部生殖器が顕著である 
測定値 (単位㎜)
体長      体幅     頭幅      触角      (Ⅲ－    Ⅳ－     
Ⅴ－   ＋    ) 口吻末端節      後脚転・腿節      脛節      
ふ節Ⅱ      角状管直径     尾片      尾板      把握器      
陰茎基部     前翅長      後翅長    
調査個体：三重県松阪市波瀬町産        
寄主植物： オニグルミ                          
生態：三重県松阪市御麻生薗町での調査では ５月中旬展開後間もない新葉の
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裏面に少数の黄白色の幼虫を確認したが 有翅胎生雌虫は見られなかった ５
月下旬には多数の無翅胎生雌虫が現れ すでに産子している個体もあった 夏
期も葉裏に多数の無翅胎生雌虫と幼虫が生活している   月上旬には少数の有
翅胎生雌虫が出現する その頃から有翅雄虫も出現し  月中旬まで継続してい
るが 両者ともに不明の植物に移住する 生活史の詳細を知ることは出来なかっ
たうえ 本種では春季移住型は確認できなかった 
分布：日本 中国 韓国      (シベリア) 
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進士織平,     . 日本産アリマキの新種 動物学雑誌第  巻 第  図版     
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    . アブラムシ類, 特にナシヲマルアブラの中間宿主とアブラム
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